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論文審査の要旨 

 

 本研究の目的は、非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）服用中の関節リウマチ

(RA)患者における胃粘膜障害の実態と防御ならびに治療対策を検討することに

ある。 

 NSAIDs服用中の RA患者 100例を対象としている。対象患者は、検討前の 4週

間以内に NSAIDsおよび抗リウマチ薬(DMARDs)の投与内容に変更がなく、かつ胃

酸分泌抑制剤や PG 製剤投与歴のない症例で、2 週間以内にステロイド治療内容

に変更のない症例としている。内視鏡検査による胃粘膜障害の程度は、Lanza 

scoreにて評価している。 

 その結果、ジクロフェナクは他の NSAIDsと比較して、14.2倍の消化性潰瘍リ

スクを有すること、さらに 7.5mg/日以上のステロイドの併用で潰瘍のリスクが

特に高くなることを明らかにしている。一方、DMARDs は胃粘膜障害におよぼす

影響は少ないことが確認され、NSAIDs長期投与 RA患者の症状コントロールにお

いて、安易にステロイド増量をすることなく DMARDs投与を考慮すべきことを提

唱している。また、NSAIDs 長期投与 RA 患者の胃粘膜障害の治療対策としては、

防御因子増強薬レバミピドよりも酸分泌抑制剤である H2ブロッカー、ファモチ

ジン投与の方が有効であることを明らかにし、RA 患者治療における胃粘膜障害

高リスク群におけるファモチジンの併用を提唱している。 

 以上の結果は、RA 患者の薬物療法を考える上で、極めて重要な情報を提供し

ており、有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに関節リウマチ治療の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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